
「なぜフランス？」「田口ゼミとは？」
・大学の交換留学制度を利用してオルレアン大学に留学

し、フランス語や文化を学びました。その経験を踏まえ

フランス文化の学びを深めたいと思い、フランス文化論

が専門の田口先生のもとで論文を書こうと思いました。

・最初はフランスへの単なる憧れでフランス語の授業を

選びました。そのうち、もっと深くフランスについて学

びたいと思うようになり、国際社会学科の学生ですが、

先生の授業がおもしろく、国際文化学科の田口先生のゼ

ミで学ぼうと思いました。（国際学部は学科間交流がある）

・田口先生の授業や卒論指導を受けたくて宇大に編入し

ました。国立大学でフランスについて学べるところを探

していました。宇大の友人からも情報を得たり、自分で

も調べて、しっかり学べると思ったのです。

・植民地政策によってアフリカでも話されている言語と

いうことで興味を持ち、フランス語やフランス文化論を

選びました。先生から教えられる学問そのものがおもし

ろく、元気で熱心に教えてくれる姿勢にもひかれました。

・先生は衝撃的なことを言われることが多いです。フラ

ンスはきれいなイメージがありますが、本当はそれだけ

じゃないと、意外なことを指摘するので引き込まれます。

・フランス以外にも知識が豊富な先生で、就職活動の相

談なども親身になってサポートしてくれます。

・留学経験者が半数近くいます。私はカナダに留学しま

した。過去にも田口ゼミでカナダにおけるフランス語圏

の論文を書いた学生がいます。

学生たちに伝えたいことが4つあります。１つ目は、

わからないことを忘れない記憶力。日々わからないこと

があっても適当にスルーしてしまいがちです。忘れると

いうことも１つの能力ですが、学ぶということは逆で、

「わからないな」と引っ掛かったことをどこまで忘れず

にいられるかがポイントです。２つ目は、ありえないこ

とを考える想像力。ありえないことが起きたとき、自分

はどうするのだろうかを考えることが学問にも応用され

ると思います。３つ目は、ものごとの舞台裏を見抜く洞

察力。表面だけでは成り立たないことがいくらでもある。

脚光を浴びることなく表舞台を支えている人がいます。

4つ目は、自分自身の頭で考えること。「偉い人が言って

いるから、みんなが言っているから」ではなく、どれだ

け自分がリスクを受けようとも、他の人の名前を引き合

いに出さず自分の考えを言える勇気を持つこと。最終的

にはものごとに対し正しいことを言えるかどうかではな

くて、自分の言うことに責任を持てるかどうかだと思い

ます。 国際学部国際文化学科　准教授　田口　卓臣

この授業では、障がいをテーマにした映画を鑑賞した

翌週、全員で討論を行います。作品ごとにグループ単位

で決まっています。作品のあらすじや、主人公に見られ

る障がいの特徴をまとめ、全員で行う討論テーマの提起

を含めたレポートを作成しました。討論会当日にはレポ

ートのテーマを基に、教授の意見も混ぜ各々の意見を交

わします。真剣な「障がい観」が見えるので、とても有

意義で毎回考えが洗練されていく感じがします。

特別支援教育専攻1年　石塚　麻夏

私は第1回の「野生の少年」という作品の担当グルー

プでした。全く教育を受けず野生で育った少年が主人公

で、彼は教育によって社会参加ができるのかということ

が主題の作品です。グループの４人で集まって討論のテ

ーマを練りました。その際、「このテーマでどんな意見

が出るか」「話が膨らむか」「意義のある討論になるか」

の点に注意しました。しかし実際の討論では思いもよら

ない意見が飛び出して、予想以上に深みのある討論にな

ります。 特別支援教育専攻1年　薄井　英里

本授業は、2週で1セットの構

成になっています。最初の週に、

障がい児者が描かれている映画

を受講生全員で鑑賞し、次の週

にその映画に関する討論を行い

ます。映画1作品につき、2～3名の受講生がレポーター

となり、担当する映画の鑑賞後、受講生の感想なども

参考にしてさまざまな文献にあたり、次の週までに、

その映画に描かれている障がい者像、障がい者観など

に関してレポートを作成するとともに、全体での討論

のテーマを用意します。討論では、レポーターが最初

にレポートに従って発表した後、討論のテーマを、設

定理由やテーマに対するグループとしての見解などと

ともに、受講生に提示します。討論の進行もレポータ

ーが責任を持って行います。鑑賞する映画は、「野生の

少年」「奇跡の人」「レインマン」「8日目」「学校Ⅱ」

「マイ・レフトフット」などです。

大学においては、受け身的に知識を与えられるのを

待つのではなく、主体的に自ら問題意識を持って問い

を発し、それに対する答えを自ら見出していくことが

大切です。問うて学び続けることです。したがって、

レポートの発表も、単に調べてきたことを報告して終

わるのではなく、さまざまな見解に

ついて批判的に吟味し、グループで

見出した答えを自分のことばで表現

することが求められます。本授業を

通して、受講生がこうした大学にお

ける学びのあり方について実感して

くれることを期待しています。

教育学部特別支援教育講座　准教授　岡澤　慎一　

フランス文化をテーマにした卒

論制作を通して、ものの考え方、

世界の見方、人間のとらえ方を訓

練します。授業は通常、担当者が

論文の進ちょく状況を報告し、そ

れに対しゼミ生全員で自由にディ

スカッションします。その中で、

卒論の内容を深めたり、プランを

練り直すなどの作業をします。

ゼミで学ぶ文化、思想というもの

はイメージしやすいかたちで答え

が出てくるようなものではありま

せん。答えが一義的に出ないもの

は、いろいろな視点からアプロー

チしていきます。俗説を疑ったり、

あえて非常識なことを考えてみた

り、そういうプロセスを踏まえな

いと全体の構図が見えてこないと

いうことが必ずあるはずなのです。

 

　

●教員から ●学生から

●教員から
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【池本喜代正教授】
●座談会出席学生：安達恵梨子、一ノ宮沙紀、小野 加織、菅原江梨子、高橋 暁代、

福田 実世、三上 愛未、宮川今日子

本授業は、教育学部特別

支援教育専攻の1年次学生

を主たる対象として、特別

支援教育講座の教員4名

（佐久間、池本、梅永、岡澤）

で開講しているものです。

本授業では、障がい者が

描かれている映画、文学等

の作品を鑑賞し、参加者全

員がさまざまな角度から意

見を交換し合うことにより、

障がいや障がい者問題に関

する感性と知識を深めるき

っかけとします。

また、レポート作成、発

表、討論の一連の活動を経

験することにより、大学に

おける学習方法と学習態度

の基礎を身につけることも

目的としています。

●授業概要
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●ゼミ生からの一言

●ゼミ概要


